





























































れた煎茶を再製したものであり、生産量に占める輸出量の割合は 1890年代に 80～ 90%、











































































































開催日： 2020年 1月 10日（金）
会　場： 立教大学　池袋キャンパス　12号館 4階第 2・第 3共同研究室
報　告： 「満洲から戦後日本へ」
報告者： 西崎　純代（立命館大学国際関係学部助教）
概　要： 本報告の目的は、南満州鉄道（以下、満鉄）引揚者をケーススタディとして、第
二次世界大戦後における海外引揚者の職業移動を明らかにすることである。引揚
者については、満州開拓民というイメージがあるが、開拓民は引揚者の約 5％程
度であり、引揚者の半数近くは、官吏や国策会社社員、企業駐在員であった。本
報告では、この引揚者の「多数派」はどのような人たちだったのか、と戦後にど
のような人生を送ったのかを、全国規模の統計的分析から検討される。
　　　　 　具体的な検討は、厚生省が 1956年前後に実施した「引揚者在外事実調査」をベー
スに展開される。同資料には世帯主氏名、生年月日。渡航・引揚日、家族、住所、
職業が記され、226万世帯が回答している。本報告は「満鉄の一般社員、職業訓
練と教育」、「終戦、留用、抑留、引揚統計（引揚地域・引揚時期）」、「日本の戦
後初期の経済状況と満鉄引揚者」、「1956年「引揚者在外事実調査」にみる満鉄
引揚者」、「引揚者の中における旧満鉄社員の位置づけ」で構成される。結論とし
ては、① 1950年代半ばには経済復興とともに、雇用状況は安定、②引揚者の定
着を促進する要因が日本の経済構造の中に複数存在、③満鉄者の引揚パターンの
類型化（1．公務員・国鉄など公共部門への就職、2．戦時中に身につけた技術や
経験をもとにした就職、3．農業・小売・サービスなど新しい分野への参入）が
指摘された。報告後、活発な質疑応答が行われ、充実したワークショップとなった。
 担当：須永徳武（本学経済学部教授）
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